
 

 

議案第７２号 

 

   所沢市と狭山市との学齢児童生徒の教育事務の委託について 

 

 狭山市の学齢児童及び学齢生徒の教育事務に関し、別紙の規約のとおり所沢市に委

託することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１４第１

項の規定により協議を行いたく、同条第３項において準用する同法第２５２条の２の

２第３項の規定により、議会の議決を求める。 

 

 

  令和元年９月２日提出 

 

      狭山市長 小谷野  剛 

 

 

 

提案理由 

 狭山市大字上赤坂の一部区域の学齢児童及び学齢生徒の実情に鑑み、教育事務を所

沢市に委託したいので、この案を提出するものである。 



 

 

   所沢市と狭山市との学齢児童生徒に係る教育事務の委託に関する規約 

（委託事務） 

第１条 狭山市は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第４０条第１項（同法第

４９条において準用する場合を含む。）の規定に基づき、学齢児童及び学齢生徒の

一部に係る教育事務を所沢市に委託する。 

２ 委託の対象となる教育事務（以下「委託事務」という。）は、主要地方道川越所

沢線、狭山市道Ｃ第８５６号線、狭山市道Ｃ第９３１号線、狭山市道Ｃ第９３２号

線、狭山市道Ｃ第９３４号線及び狭山市道Ｃ第１１１４号線に囲まれた区域内並び

に狭山市道Ｃ第８５６号線（狭山市道Ｃ第９３１号線との接点から狭山市道Ｃ第 

１１１４号線との接点までに限る。）及び狭山市道Ｃ第１１１４号線に接する住宅

地に住所を有し、狭山市が備える住民基本台帳に記載されている学齢児童及び学齢

生徒のうち、委託を希望するものに係る教育事務とする。ただし、学齢児童又は学

齢生徒を受け入れる学校（以下「受入学校」という。）の設備等により、受入れが

困難と所沢市が判断した学齢児童及び学齢生徒に係る教育事務は、この限りでない。 

（受入学校） 

第２条 受入学校は、学齢児童にあっては所沢市立富岡小学校とし、学齢生徒にあっ

ては所沢市立富岡中学校とする。 

 （委託期間） 

第３条 委託事務は、所沢市又は狭山市のいずれか一方からの申出のない限り継続す

るものとする。 

（管理及び執行） 

第４条 委託事務の管理及び執行については、所沢市の条例、規則その他の規程の定

めるところによる。 

（経費の負担） 

第５条 委託事務の管理及び執行に要する経費は、狭山市の負担とし、会計年度ごと

に所沢市が指定する期日までに納入する。 

２ 前項の経費は、次に定める額の総額とする。 

（１）学齢児童に係る額 

   該当する会計年度（以下「委託年度」という。）の前年度の地方教育費調査 

（以下「前年度調査」という。）における所沢市の小学校の学校教育費調査票の

Ａ消費的支出、Ｂ－３設備・備品費及びＢ－４図書購入費のそれぞれの市町村支

出金の合計額から、教育に係る収入調査票の小学校の合計額を差し引いた額を、
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前年度調査の対象となった会計年度の５月１日現在の児童数で除した額に、委託

年度の５月１日現在における委託事務に係る学齢児童の人数を乗じて得た額 

（２）学齢生徒に係る額 

   委託年度の前年度調査における所沢市の中学校の学校教育費調査票のＡ消費的

支出、Ｂ－３設備・備品費及びＢ－４図書購入費のそれぞれの市町村支出金の合

計額から、教育に係る収入調査票の中学校の合計額を差し引いた額を、前年度調

査の対象となった会計年度の５月１日現在の生徒数で除した額に、委託年度の５

月１日現在における委託事務に係る学齢生徒の人数を乗じて得た額 

（その他） 

第６条 この規約に定めのない事項については、双方協議の上、定めるものとする。 

   附 則 

 この規約は、令和２年４月１日から施行する。 


